
げ
た
の

で

あ
ろ
う
。

維
新
後
、

新
政
府
は
、

商
法
司
・

通
商
司
に

洋
銀
売
買
を
お
こ

な
わ
せ
、

つ

い

で
、

横
浜
通
商
会
社
（
明
治
二

年
）、
横
浜
為
替
会
社
（
明
治
三

年
）

を
設
立
さ
せ
て
、

洋
銀
取
引
・

洋
銀
券
発
行
を
お
こ

な
わ
せ
る
な
ど
、

洋
銀
取
引
機
構
の

創
出
に
つ

と
め
た
。

一

方
、

横
浜
商
人
の

手
で
、

金
穀
相

場
会
所
（
明
治
五
年
）、
洋
銀
相
場
所（
明
治
八
年
ご
ろ

）が
設
け
ら
れ
た
が
、

な
が
く
は
続
か
な
か
っ

た
。

結
局
、

洋
銀
相
場
の

投
機
的

変
動
を
正
常

な
範
囲
に
お
さ
え
込
む
に

は
、

本
格
的
な
外
国
為
替
銀
行
で

あ
る
横
浜
正
金
銀
行
の

登
場
（
明
治
十
三

年
）
が
必
要
で

あ
っ

た
。

前
出
の

甲
州
屋
忠
右
衛
門
の

例
に

も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

売
込
商
、

と
く
に

在
方
商
人
系
譜
の

売
込
商
は
、

自
己
資
金
の

蓄
積
が
乏
し
く
、

資
金

調
達
に

苦
心
す
る
場
合
が
多
か
っ

た
。

の

ち
の

時
期
に

は
、

生
糸
売
込
商
が
、

地
方
荷
主
に

対
し
て

前
貸
し
や
荷
為
替
立
替
え
な
ど
の

金
融
を
お
こ

な
う
こ

と
が
一

般
化
す
る
が
、

開
港
初
期
は
、

「
問
屋
と
荷
主
と
の

関
係
は
、

宛
で

今
と
は
反
対
で
、

荷
主
は
何
れ
も
地
方
の

資
産
家
で

あ

る

か
ら

金
力
も
有
る
が
、

問
屋
の

方
は
多
く
は
金
力
に

乏
し
く
、

荷
主
に

対
し
て

只
賃
銭
の

立
て

替
へ

位
な
も
の

で
、

為
換
を
付
け
る
と
云
ふ

事
も
な
く
、

今
の

様
に

問
屋
が
地
方
の

荷
主
に

資
金
を
融
通
す
る
と
い

ふ

様
な
こ

と
は

無
論
な
く
」（
橋
本
重
兵
衛
『
生
糸
貿
易
之
変
遷

』
二
一

ペ

ー
ジ

）
と
い

う
状

態
で

あ
っ

た
。

も
っ

と
も
、

原
善
三

郎
の

よ
う
に
、

明
治
初
年
に

す
で

に

蚕
種
買
付
の

た
め
に

前
貸
金
融
を
お
こ

な
う
事
例
も
、

個
別
的
に
は
存
在

し
た
（『
横
浜
市
史
』
第
三

巻
上

五
七
三

－
五
七
七
ペ

ー
ジ

）。
し
か
し
、

一

般
的
に
は
、

金
融
機
関
が
整
備
さ
れ
る
ま
で

は
、

売
込
商
の

資
金

運
用
に

は
限
界
が
あ
っ

た
と
い

え
よ
う
。

貿
易
商
人
に

対
す
る
金
融
機
関
と
し
て
、

幕
末
期
に

存
在
し
た
の

は
、

既
述
の

外
商
（
資
金
前
貸
）
や
小
規
模
な
両
替
屋
・

金
貸
し
の

ほ
か
に

は
、

三

井
組
で

あ
っ

た
（『
横
浜
市
史

』
第
二

巻

六
八
五
－
六
九
七
ペ

ー
ジ

）。
外
国
方
御
金
御
用
達
を
命
ぜ

ら
れ
て

幕
府
公
金

を

預
っ

て

い

た
三

井
横
浜
店

で

は
、

手
代
の

裁
量
に

よ
っ

て
、

か
な
り
の

浮
貸
し
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

商
品
担
保
に

よ
る
貸
付
け
で
、

前
出
の

甲
州
屋
忠
右
衛
門
も
借
り
て

い

る
。

こ

の

公
金
浮
貸
し
は
、

文
久
元
年
（
一

八
六
一

）
こ

ろ
か
ら
慶
応
二

年
（
一

八
六
六

）
ま
で

続
け
ら
れ
金
額
も
大
き
か
っ

た
か
ら
、

初
期
の

貿
易
金
融
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と
し
て

は
、

か
な
り
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い

え
よ
う
。

浮
貸
し
は
発
覚
し
、

慶
応
三

年
に
三

井
手
代
が
処
罰
さ
れ
る
な
ど
で

幕
と
な
っ

た
。

こ

れ
と
は
別
に
、

江
戸
で

は
三

井
御
用
所
が
、

慶
応
二

年
か
ら
江
戸
市
中
融
通
御
貸
付
金
の

取
扱
い

を
は
じ
め
た
。

幕
府
は
、

三

井
に

関
税
収
入

の
一

部
を
貸
し
下
げ
て

基
金
と
し
、

そ
れ
に
一

般
か
ら
の

預
金
を
加
え
て
、

商
品
担
保
貸
付
を
お
こ

な
わ
せ
た
の

で

あ
る
。

慶
応
三

年
か
ら
は
、

横

浜
商
人
に

対
し
て

も
、

こ

の

制
度
が
適
用
さ
れ
、

茂
木
惣
兵
衛
ら
八
名
の

横
浜
商
人
が
荷
物
為
替
組
合
を
組
織
し
、

連
帯
責
任
制
で

御
貸
付
金
の

融

通
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ

た
。

こ

の
三

井
御
用
所
の

商
品
担
保
金
融
が
、

横
浜
に

お
け
る
、

は
じ
め
て
の

本
格
的
な
貿
易
金
融
制
度
で

あ
っ

た
。

三

井
御
用
所
の

貿
易
金
融
機
能
は
、

維
新
後
、

商
法
司
・

通
商
司
・

横
浜
為
替
会
社
、

そ
し
て

第
二

国
立
銀
行
（
明
治
七
年
開
業
）
に

引
き

継
が

れ
、

や
が
て
、

横
浜
正
金
銀
行
を
軸
と
す
る
貿
易
金
融
機
構
へ

と
発
展
し
た
の

で

あ
る
。

二

　
初
期
の

輸
出
貿
易

輸

出

品

の

構

成

開
港
以
来
一

八
七
六
（
明
治
九

）
年
ま
で
の

横
浜
に
お
け
る
輸
出
貿
易
の

特
徴
を
概
観
し
よ
う
。

輸
出
総
額
の

推
移
は
、

前
掲
図

一

－

三
で

み
た
よ
う
に
、

開
港
後
六
－
七
年
は
輸
出
が
急
速
に

拡
大
し
、

そ
の

後
は
、

横
ば
い

気
味
に

漸
増
傾
向
を
た
ど
っ

て

い

る
。

同
じ
『
英
国
領
事
報
告
』
の

数
値
を
も
と
に

し
て
、

各
年
の

輸
出
品
の

な
か
か
ら
、

上
位
五

品
目
を
と
り
だ
す
と
、

表
一

－

三

八
の

よ
う
に
な

る
。各

年
と
も
、

第
一

位
の

輸
出
品
は
生
糸
で

あ
る
。

た
だ
し
、

輸
出
総
額
に

対
す
る
構
成
比
で

は
、

初
期
に

は
八
〇
㌫
を
こ

え
る
年
も
あ
っ

た
が
、

維
新
前
後
か
ら
四
〇
－
五

〇
㌫
台
に

低
下
し
て
い

る
。

第
二

位
、

第
三

位
は
、

慶
応
元
年
（
一

八
六
五

）
以
降
は
、

茶
と
蚕
種
と
が
交
替
に

占
め
て

い

る
。

茶
は
開
港
当
初
か
ら
、

第
二

位
ま
た
は
第
三

位
に

位
置
す
る
重
要
輸
出
品
で

あ
っ

た
。

蚕
種
は
、

元
治
元
年
（
一

八
六
四

）
か
ら
上
位
五

品
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表1

－38

　
横
浜
主
要
輸
出
品
（1860

－1876

年
）

注
　
『
英
国
領
事
報
告
』
に
よ
る

数
値
。

1867

年
ま

で
は
，

『
横
浜
市
史
』
第2

巻370

，371

，372

，375
，505

，512

，519

ペ
ー
ジ
，

1868

年
以
降
は
，

『
横
浜
市
史
』
資
料
編2

　63

，65

，67

ペ
ー
ジ

に
よ
る
。

1866

年
は
，

横
浜
大
火
の
た
め
数
値
不
詳
。
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目
に

登
場
し
、

急
速
に

重
要
輸
出
品
と
な
り
、

慶
応
三

年
（
一

八
六
七
）
か
ら
明
治
三

年
（
一

八
七
〇
）
ま
で

は
、

第
二

位
を
続
け
、

明
治
四
年
（
一

八

七
一

）
か
ら
第
三

位
に

な
っ

て

も
、

な
お
構
成
比
は
一

〇
数
㌫
以
上
で

あ
っ

た
が
、

明
治
七
年
（
一

八
七
四

）
に

構
成
比
五
・

八
㌫
に

急

落
し

て

か

ら
、

重
要
輸
出
品
の

座
を
離
れ
て
い
っ

た
。

一

八
六
三

－
六
四
年
に
は
、

一

時
、

原
綿
が
第
二

位
の

輸
出
品
と
な
っ

て

い

る
。

こ

れ
は
、

い

う
ま
で

も
な
く
、

ア

メ

リ
カ
の

南
北
戦
争
に

よ
っ

て

世
界
の

綿
花
需
給
が
逼
迫
し
た
た
め
の

も
の

で
、

一

時
的
な
現
象
で

あ
っ

た
。

こ

の

ほ
か
、

水
油
・

銅

・

漆
器
・

干
魚
・

木
材
・

繭
・

真
綿
・

屑
糸
・

熨
斗
糸
・

玉
糸
な
ど
が
表
一

－

三

八
に
は
登
場
す
る
が
、

い

ず
れ
も
構
成
比
は
小
さ
い
。

こ

の

時
期

の

横
浜
輸
出
貿
易
の

中
心
は
、

生
糸
・

茶
・

蚕
種
の

三

商
品
で

あ
っ

た
と
い

え
る
。

生

糸

輸
出

生
糸
輸
出
の

推
移
を
、

『
英
国
領
事
報
告
』
の

数
値
を
用
い

た
指
数
で

み
る
と
図
一

－

五
の

と
お
り
で

あ
る
。

輸
出
数
量
は
、

開

港
後
か
ら
文
久
三

年
（
一

八
六
三

）
ま
で

急
増
す
る
が
、

そ
の
の

ち
は
、

漸
減
傾
向
が
明
治
三

年
（
一

八
七
〇
）
ま
で

続
き
、

明
治

四
年
に
急
増
し
た
あ
と
、

横
ば
い
の

状
態
が
し
ば
ら
く
続
い
て

い

る
。

輸
出
価
額
は
、

輸
出
単
価
の

上
昇
の

た
め
に
、

慶
応
元
年
（
一

八
六
五

）
ま

で

急
増
し
、

慶
応
二

年
（
一

八
六
六
）
か
ら
明
治
三

年
（
一

八
七
〇

）
に

か
け
て

減
少
傾
向
を
示
し
、

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
の

急
増
の

の

ち
は
、

再
び

明
治
八
年
（
一

八
七
五

）
に
か
け
て

減
少
傾
向
を
示
し
て
い

る
。

開
港
直
後
に
、

生
糸
輸
出
が
急
増
し
た
の

は
、

生
糸
の

国
内
価
格
が
、

国
際
価
格

に

く
ら
べ

て
、

大
幅
に

安
か
っ

た
と
い

う
価
格
的
要
因
の

ほ
か
に
、

た
ま
た
ま
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

で

蚕
病
（
微
粒
子
病
）
が
流
行
し
、

フ

ラ
ン

ス

・

イ

タ
リ
ア

な
ど
の

養
蚕
業
が
大
打
撃
を
受
け
て

い

た
と
い

う
事
情
に

よ
る
も
の

で
あ
っ

た
。

当
時
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

で

生
糸
需
要
量
が
多
か
っ

た
国
は
、

フ

ラ
ン

ス

・

イ
タ
リ
ア
・

イ
ギ
リ
ス

で

あ
っ

た
が
、

一

八
五

〇
年
代
に
フ

ラ
ン

ス

全
土
、

六
〇
年
代
に

イ
タ
リ
ア

全
土
に
ま
ん
延
し
た
蚕
病
が
、

フ

ラ
ン

ス
・

イ
タ
リ
ア

の

生
糸
生
産
を
激
減
さ
せ
た
の

で
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

諸
国
は
、

ア

ジ
ア

か
ら
の

生
糸
輸
入
を
拡
大
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

日
本

は
、

先
進
輸
出
国
清
国
の

あ
と
を
追
っ

て
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

生
糸
市
場
に

参
入
し
た
の

で

あ
る
。

広
大
な
輸
出
市
場
が
開
か
れ
た
も
の

の
、

生
糸
輸
出
（
数
量

）
は
、

開
港
数
年
後
に

頭
打
ち
に

な
り
、

漸
減
す
る
傾
向
す
ら
示
し
た
。

こ

れ
は
、
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基
本
的
に
は
、

国
内
生
糸
価
格
が
急
騰
し
て

国
際
価
格
へ

の

鞘
寄
せ

が
進
ん

だ
こ

と
と
、

輸
出
生
糸
の

供
給
が
生
糸
生
産
能
力
の

限
界
に
ぶ
つ

か
っ

た
こ

と
に

よ
っ

て

生
じ
た
と
い

え
る
。

国
内
価
格
の

上
昇
が
、

国
内
生
産
を
刺
激

し
、

供
給
を
増
大
さ
せ
、

そ
れ
が
、

価
格
の

低
下
を
も
た
ら
し
て

輸
出
を
増

加
さ
せ
る
と
い

う
経
済
的
過
程
が
進
行
し
そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、

そ
う
は
な

ら
な
か
っ

た
と
こ

ろ
に
、

こ

の

時
期
の

日

本
の

経
済
構
造
の

特
質
が

あ
っ

た
。

つ

ま
り
、

幕
藩
体
制
下
の

封
建
的
諸
規
制
は
、

養
蚕
の

基
盤
と
な
る
桑

園
の

拡
張
に
ブ
レ

ー
キ
を
か
け
て

い

た
し
、

農
民
・

小
生
産
者
の

生
糸
生
産

の

拡
大
に

必
要
な
資
金
の

供
給
体
制
は
と
と
の

え
ら
れ
て

い

な
か
っ

た
。

さ

ら
に
、

後
述
す
る
幕
府
の

輸
出
規
制
政
策
・

流
通
規
制
政
策
が
、

マ

イ
ナ
ス

要
因
と
し
て

作
用
し
た
。

維
新
後
も
、

生
糸
輸
出
数
量
は
、

伸
び
悩
み
状
態
を
示
し
て
い

る
。

明
治

四
年
（
一

八
七
一

）
の

廃
藩
置
県
後
、

封
建
的
諸
規
制
の

廃
止

が

進

ん

だ

が
、

た
だ
ち
に
、

生
糸
生
産
・

輸
出
へ

の

影
響
が
あ
ら
わ
れ
る
わ
け
で

は
な

か
っ

た
し
、

生
産
資
金
供
給
体
制
も
、

依
然
、

不
備
で

あ
っ

た
。

さ
ら
に
、

の

ち
に
述
べ

る
よ
う
に
、

蚕
種
の

輸
出
ブ
ー
ム

が
、

生
糸
生
産
の

足
を
ひ
っ

ぱ
る
と
い

う
特
殊
要
因
も
作
用
し
た
。

ま
た
、

生
糸
生
産
能
力
を
こ

え
る
需

図1－5　横浜からの生糸輸出（1860－1876年）

注　1860年数値（輸出数量7，703ピクル，輸出価額2，594，563ドル）＝100。『英国領事報告』の数

値による。1867年までは，『横浜市史』第2巻370，371，372，375，505，512，516，519ページ，

1868年以降は『横浜市史』資料編263ページによる。
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要
の

継
続
が
、

生
糸
の

粗
製
濫
造
を
招
き
、

海
外
市
場
に

お
け
る
日

本
生
糸
の

需
要
を
減
退
さ
せ
る
と
い

う
悪
影
響

も
あ
ら
わ
れ
て
い

た
。

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

蚕
糸
業
が
日

本
か
ら

の

蚕
種
輸
入
と
、

パ

ス

ツ

ー
ル

式
予
防
法
で

蚕
病
を
克
服

し
て

回
復
に

向
か
っ

た
こ

と
も
、

日

本
生
糸
の

輸
出
環
境

を
き
び
し
い

も
の

に

し
た
。

横
浜
貿
易
の

最
重
要
商
品
生
糸
は
、

輸
出
第
一

位
の

座

に

あ
っ

た
も
の

の
、

こ

の

時
期
に

は
、

ま
だ
、

克
服
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

問
題
点
を
多
く
か
か
え
て

い

た
わ
け

で

あ
る
。

製

茶

輸

出

生
糸
に

次
ぐ
重
要
輸
出
品
で

あ
っ

た
製

茶
の

輸
出
の

推
移
を
、

『
英
国
領
事
報

告
』
の

数
値
に
よ
っ

て
み
る
と
、

図
一

－

六
の

よ
う
で

あ

る
。

輸
出
数
量
は
、

こ

の

期
間
を
通
し
て
、

か
な
り
急
テ

ン

ポ
で

拡
大
を
続
け
て

い

る
。

輸
出
価
額
の

伸
び
は
、

輸

出
単
価
の

上
昇
が
加
わ
っ

て
、

き
わ
め
て

急
速
な
も
の

と

な
っ

て
い

る
。

こ

の

結
果
、

一

八
七
四
－
七
五

年
こ

ろ
に

図1－6　横浜からの製茶輸出（1860－1876年）

注　1860年数値（輸出数量23，852ピクル，輸出価額308，452ドル）＝100。『英国領事報告』の

数値による。出典は，前掲図1－5と同じ。
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は
、

前
掲
表
一

－

三

八
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

製
茶
輸
出
額
は
横
浜
輸
出
総
額
の

四
〇
㌫
近
く
に

な
り
、

生
糸
輸
出
と
肩
を
な
ら
べ

る
ほ
ど
に

成
長

し
た
。

横
浜
か
ら
の

輸
出
が
一

〇
〇
㌫
に

近
か
っ

た
生
糸
の

場
合
と
は
異
な
っ

て
、

製
茶
は
、

長
崎
・

神
戸
か
ら
も
輸
出
さ
れ
て
お
り
、

横
浜
輸
出

は
、

輸
出
数
量
で

は
、

全
国
輸
出
の

六
〇
－
七
〇
㌫
を
占
め
て

い

た
（『
横
浜
市
史
』
第
二

巻

五
六
〇
ペ

ー
ジ
、

第
三
巻
上

四
八
七
ペ

ー
ジ

）。

製
茶
輸
出
が
、

生
糸
輸
出
に

く
ら
べ

て
、

順
調
な
伸
び
を
示
し
た
要
因
は
、

ひ
と
つ

は
、

輸
出
仕
向
先
が
、

南
北
戦
争
後
急
速
な
経
済
成
長
を
示

し
た
ア

メ
リ
カ
を
中
心
と
し
て

い

た
こ

と
で

あ
り
、

も
う
ひ
と
つ

は
、

国
内
の

供
給
力
が
順
調
に

拡
大
し
た
こ

と
で

あ
っ

た
。

生
糸
が
奢
侈
品
で

あ

り
、

天
保
改
革
以
来
国
内
生
産
が
抑
制
さ
れ
て
い

た
の

に
た
い

し
て
、

茶
は
必
需
品
と
し
て

全
国
で

栽
培
さ
れ
て
い

た
か
ら
、

開
港
直
後
の

時
点
で

は
、

茶
の

ほ
う
が
供
給
拡
大
の

余
力
が
大
き
か
っ

た
し
、

封
建
的
規
制
の

圧
力
も
、

茶
生
産
に

は
あ
ま
り
及
ん
で
い

な
か
っ

た
。

さ
ら
に
、

養
蚕
・

製
糸
に

く
ら
べ

て
、

製
茶
は
、

生
産
工

程
が
単
純
で
、

必
要
な
資
金
も
少
な
く
て

す
ん
だ
か
ら
、

各
地
の

豪
農
ク
ラ

ス

の

農
民
の

資
金
に

よ
っ

て
、

急
速
に

生
産
を
拡
大
さ
せ
る
こ

と
が
可
能
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

幕
府
は
、

生
糸
の

場
合
と
異
な
っ

て
、

茶
の

流
通
規
制
に

は
消
極

的
で
、

「
江
戸
廻

し
令
」
の

対
象
に

も
し
な
か
っ

た
か
ら
、

茶
輸
出
は
、

自
由
に

伸
び
る
こ

と
が
で

き
た
。

国
内
で

製
造
さ
れ
た
茶
は
、

そ
の

ま
ま
ア

メ

リ
カ
に

船
積
み
さ
れ
る
の

で

は
な
く
、

再
製
加
工

を
ほ
ど
こ

さ
れ
て

か
ら
輸
出
さ
れ
た
。

海
上
輸
送

・

長
期
保
管
に

た
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

再
煉
つ

ま
り
火
入
れ
を
お
こ

な
っ

て

じ
ゅ

う
ぶ

ん
乾
燥
さ
せ
る
こ

と
と
、

イ
ン

デ
ィ

ゴ

な
ど
の

染
料
で

着
色

す
る
こ

と
が
再
製
加
工
で

あ
っ

た
。

再
製
加
工
は
、

中
国
茶
輸
出
の

慣
行
で

あ
り
、

は
じ
め
は
、

日

本
製
茶
を
香
港
・

上
海
に

回
送
し
て
、

再
製
の

う
え
で
、

ア

メ

リ
カ
に

積
出
し
し
て

い

た
。

文
久
二

年
（
一

八
六
二

）
こ

ろ
か
ら
、

外
商
の

経
営
す
る
再
製
工
場
が
横
浜
居
留
地
内
に
つ

く
ら

れ
、

外
商
は
、

買
い

付
け
た
国
内
製
茶
を
横
浜
で

再
製
加
工
し
、

直
接
ア

メ

リ
カ
に

輸
出
す
る
よ
う
に

な
っ

た
。

再
製
工

場
は
、

「
お
茶
場
」
と
呼
ば
れ
、

三

〇
〇
坪
ほ
ど
の

石
造
り
の

建
物
の

な
か
に
、

二

〇
〇
〜
三

〇
〇
く
ら
い

の

炉
が
築
か
れ
、

直
径
六
〇
㌢
㍍
、

深
さ
四
〇
㌢
㍍
ほ
ど
の

鉄
鍋
を
用
い

て
、

再
煉
・

着
色
作
業
が
お
こ

な
わ
れ
た
。

一

八
七
三（
明
治
六

）
年
こ

ろ
、

横
浜
で

は
一

五
工
場
が
操
業
し
、

二

〇
〇
〇
人
く
ら
い
の

日

本
人
女
工
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が
就
労
し
て

い

た
（『
日

本
茶
輸
出
百
年
史
』
三

八
－
三

九
ペ

ー
ジ

）。

こ

の

よ
う
な
外
国
資
本
に

よ
る
再
製
工
程
の

支
配
と
、

そ
こ

に

お
け
る
日
本
人
女
工
の

低
廉
な
賃
労
働
に

よ
っ

て
、

茶
輸
出

の

順
調
な
伸
び
は
、

支
え
ら
れ
て

い

た
わ
け
で

あ
る
。

蚕

種

輸

出

元
治
元
年
（
一

八
六
四

）
こ

ろ

か

ら
登
場
し

た
蚕
種
の

輸
出
の

推
移
を
、

『
英
国
領

事
報

告
』
の

数
値
で

み
る
と
、

図
一

－

七
の

よ
う
で

あ
る
。

蚕
の

微

粒
子
病
に

悩
む
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

蚕
糸
業
は
、

微
粒
子
病
対
策
の
一

環
と
し
て

外
国
産
蚕
種
の

使
用
を
研
究
し
、

イ
ン

ド

産
・

中
国

産
よ
り
、

日

本
産
の

蚕
種
が
適
当
で

あ
る
と
判
断
し
、

日
本
か

ら
の

蚕
種
輸
入
を
強
く
希
望
し
た
。

幕
府
は
、

生
糸
輸
出
規
制

と
の

関
連
で
、

蚕
種
と
繭
の

輸
出
を
原
則
的
に

禁
止
し
て

い

た

か
ら
、

各
国
は
、

輸
出
解
禁
を
強
く
幕
府
に

迫
っ

た
。

幕
府

は
、

元
治
元
年
か
ら
、

輸
出
禁
制
を
大
幅
に

緩
和
し
た
の

で
、

以
来
、

蚕
種
は
急
速
に

重
要
輸
出
品
と
し
て

伸
び
た
。

元
治
元
年
（
一

八
六
四

）
の

蚕
種
輸
出
価
額
は
約
二

〇

万
ド

ル

で

あ
っ

た
の

が
、

翌
六
五

年
に
は
三
・

三

倍
の

六
六
万
ド
ル

図1－7　横浜からの蚕種輸出（1867－1876年）

注　1867年数値（輸出数量738，156枚，輸出価額2，144，468ドル＝100。『英国領事報告』の数値
1867年は『横浜市史』第2巻519ページにより，1868年以降は，『横浜市史』資料編263
ページによる。
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に
な
り
、

六
七
年
に
は
二

二

〇
万
ド
ル

を
こ

え
て
、

横
浜
輸
出
品
の

第
二

位
に
お
ど
り
出
し
た
。

と
こ

ろ
が
蚕
種
輸
出
は
、

翌
一

八
六
八
年
を
ピ

ー

ク
に
、

そ
の

後
は
、

数
量
は
横
ば
い
、

価
額
は
減
少
す
る
傾
向
と
な
っ

た
。

そ
し
て
、

一

八
七
四
年
に

は
、

輸
出
価
額
は
激
減
し
て
、

一

八
六
五

年

と
ほ
ぼ

同
じ
水
準
に

ま
で

落
ち
込
み
、

以
後
、

横
浜
輸
出
品
第
三

位
に

と
ど
ま
っ

て

は
い

た
も
の

の
、

輸
出
総
額
に

占
め
る
割
合
は
小
さ
く
、

重
要

輸
出
品
の

座
を
す
べ

り
落
ち
て

し
ま
っ

た
。

そ
の

原
因
は
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

蚕
糸
業
が
、

微
粒
子
病
の

克
服
に

成
功
し
、

蚕
種
自
給
力
を
回
復
さ
せ
た

た
め
で

あ
っ

た
こ

と
は
い

う
ま
で

も
な
い
。

こ

の
一

時
的
な
蚕
種
輸
出
ブ
ー
ム

は
、

生
糸
輸
出
に
、

か
な
り
の

悪
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

ま
ず
、

突
然
の

蚕
種
の

大
量
輸
出
は
、

国
内
養
蚕
用
蚕

種
の

需
給
を
逼
迫
さ
せ
、

蚕
種
不
足
と
蚕
種
価
格
騰
貴
が
、

繭
生
産
を
圧
迫
し
た
。

つ

ぎ
に
、

蚕
種
価
格
騰
貴
は
、

生
糸
用
繭
よ
り
も
蚕
種
用
繭
の

生
産
に

養
蚕
農
家
の

関
心
を
向
け
さ
せ
、

生
糸
原
料
繭
供
給
を
圧
迫
し
た
。

さ
ら
に
、

ブ
ー
ム

に
の

っ

て

蚕
種
供
給
が
急
増
し
、

蚕
種
価
格
が
下
落

し
は
じ
め
る
な
か
で
、

優
良
蚕
種
が
選
択
的
に

輸
出
さ
れ
、

低
品
質
の

蚕
種
が
国
内
に

出
回
る
よ
う
に
な
っ

て
、

生
糸
原
料
繭
の

品
質
低
下
が
生
じ

た
。

蚕
種
輸
出
ブ
ー
ム

は
、

原
料
繭
の

生
産
量
と
品
質
と
に
マ

イ
ナ
ス

の

影
響
を
及
ぼ
し
て
、

生
糸
生
産
の

足
を
ひ
っ

ぱ
っ

た
。

一

方
、

輸
出
さ
れ

た
日

本
産
優
良
蚕
種
は
、

ヨ

ー
ロ

ッ

パ

蚕
糸
業
を
、

蚕
病
の

打
撃
か
ら
立
ち
直
ら
せ
る
の

に
ひ
と
役
か
っ

た
の

で

あ
る
か
ら
、

蚕
種
輸
出
は
、

日
本

生
糸
の

輸
出
市
場
を
狭
め
た
こ

と
に

な
る
。

蚕
種
輸
出
の

も
た
ら
し
た
悪
影
響
は
、

大
き
か
っ

た
の

で

あ
る
。

蚕
種
ブ
ー
ム

と
そ
の

急
速
な
消
滅
は
、

横
浜
貿
易
商
人
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

前
に

引
例
し
た
甲
州
屋
忠
右
衛
門
も
、

蚕
種
ブ
ー
ム

の

反

動
で

没
落
し
た
の

で

あ
り
、

こ

の

激
動
を
乗
り
切
れ
る
か
否
か
が
、

横
浜
貿
易
商
人
に

と
っ

て
、

開
港
以
来
、

最
大
の

試
金
石
と
な
っ

た
と
い
っ

て

よ
い

だ
ろ
う
。

蚕
種
恐
慌
と
も
呼
べ

る
事
態
が
生
じ
た
際
の

横
浜
商
人
達
の

対
応
策
に
つ

い

て

は
、

の

ち
に

述
べ

る
こ

と
と
す
る
。
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三

初
期
の

輸
入
貿
易

輸
入

品

の

構

成

万
延
元
年
（
一

八
六
〇

）か
ら
一

八
七
六
（
明
治
九

）年
ま
で
の
、

横
浜
に
お
け
る
輸
入
貿
易
を
概
観
し
よ
う
。

輸
入
総
額
は
、

前

掲
図
一

－

三

で

み
た
よ
う
に
、

開
港
以
来
一

八
六
五
年
ま
で
は
、

急
速
に

増
加
し
、

以
後
、

六
九
年
ま
で

停
滞
気

味
と

な
っ

た

が
、

七
〇
年
の
一

時
的
な
急
増
を
き
っ

か
け
に
、

増
加
傾
向
に

移
っ

て

い

る
。

『
英
国
領
事
報
告

』の
数
値
に

よ
っ

て
、

横
浜
輸
入
品
の

主
要

な

も

の

の

構
成
比
を
み
る
と
、

表
一

－

三

九
の

よ
う
に

な
る
。

横
浜
輸
入
総
額
に

対
す
る
構
成
比
第
一

位
の

数
値
を
ゴ

チ
ッ

ク
数
字
で

あ
ら
わ
し
て

あ
る
が
、

ゴ

チ
ッ

ク
数
字
が
一

番
多
い

の

は
、

綿
織
物
で

あ

り
、

初
期
の

横
浜
輸
入
貿
易
の

最
重
要
商
品
は
、

綿
織
物
で

あ
っ

た
と
い
っ

て

よ
い
。

幕
末
期
に

は
、

毛
織
物
が
第
一

位
で

あ
っ

た
年
が
二

年
あ

る
。

毛
織
物
と
毛
綿
交
織
物
と
を
合
計
し
た
額
で
は
、

維
新
後
も
、

輸
入
第
一

位
と
な
る
年
が
あ
る
か
ら
、

毛
織
物
・

交
織
物
も
、

初
期
横
浜
輸
入

の

重
要
商
品
で

あ
っ

た
。

維
新
後
の

時
期
に
、

構
成
比
が
大
き
く
な
っ

た
綿
糸（
綿
織
糸

）は
、

四
回
輸
入
第
一

位
に

な
っ

て
い

る
。

維
新
以

降
、

綿
糸
は
綿
織
物
に

代
わ
っ

て
、

横
浜
輸
入
最
重
要
商
品
に

な
り
つ

つ

あ
っ

た
と
い
っ

て

よ
い

だ
ろ
う
。

綿
糸
と
同
じ
よ
う
に
、

維
新
後
に

輸
入
構
成

比
が
拡
大
し
つ

つ

あ
っ

た
商
品
と
し
て
、

砂
糖
が
目
立
つ
。

砂
糖
は
、

綿
織
物
・

綿
糸
・

毛
織
物
に

次
ぐ
四
番
目
の

重
要
輸
入
品
で

あ
っ

た
。

こ

れ

ら
の

輸
入
品
ビ

ッ

グ
・

フ

ォ

ー
に
つ

い

て
は
、

の

ち
に
や
や
詳
し
く
検
討
し
よ
う
。

特
殊
事
情
か
ら
、

一

時
的
に

輸
入
第
一

位
に

な
っ

た
商
品
と
し
て
、

一

八
六
二

年
の

金
属
と
一

八
七
〇
年
の

米
が
あ
る
。

錫
・

鉛
・

亜
鉛
の

輸
入

が
、

一

八
六
二

年
、

六
三

年
に

多
か
っ

た
の

は
、

貨
幣
鋳
造
用
・

軍
需
用
に

幕
府
が
大
量
購
入
し
た

た

め

で

あ
っ

た
（『
英
国
領
事
報
告

』一
八
六
二

年
、

『
資
料
編

』18

近
代
・

現
代
（8）
二

）。
軍
需
用
品
輸
入
と
し
て

は
、

兵
器
と
艦
船
が
あ
り
、

一

八
六
二

年
に
は
、

汽
船
四
隻
、

帆
船
二

隻
が
輸
入
さ
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表1

－39

　
横
浜
主
要
輸
入
品
（1860

－1876

年
）

注
　『
英
国
領
事
報
告

』
に
よ
る

数
値
。

「
そ

の
他

」
は
，

表
出
数
値
の
残
差
と

し

て
計
算
し

た
。

不
明
の
た
め
空
欄
と

し

た
品
目

の
数
値
が
，

「
そ
の
他
」
に

含
ま

れ
る

場
合
も

あ
り

得

る
。

空
欄
と

な
っ

て
い
る

交
織
物
欄
の
数
値
は
，

「
毛
織
物
」
に

含
ま

れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。

1866

年
は
，

横
浜
大
火
の
た
め
数
値
不
詳
。

ゴ
チ
ッ

ク

数
字
は

構
成
比
第1

位
の

も

の
。

1867

年
ま

で
は
，

『
横
浜
市
史
』
第2

巻

388

，391

，392

，393

，527

，530

，537

ペ
ー
ジ
，

1868

年
以
降
は
『
横
浜
市
史
』
資
料
編2

67

，69

，71

，73

，75

ペ
ー
ジ

に
よ
る
。
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れ
、

イ
ギ
リ
ス

汽
船
三

隻
分
の

代
価
は
四
〇
万
ド
ル

に

及
ん
だ
（『
英
国
領
事
報
告

』
同
上

）。
一

八
六
八
年
に

兵
器
輸
入
が
激
増
し
て
い

る
の

は
、

い

う
ま
で

も
な
く
、

戊
辰
戦
争
の

影
響
で

あ
り
、

イ
ギ
リ
ス

領
事
フ

レ

ッ

チ
ャ

ー
は
、

最
新
式
火
器
は
売
り
手
の

言
い

な
り
の

値
段
で

売
れ
、

さ
ら
に

も
う
け
よ
う
と
し
て
、

商
人
が
本
国
に

火
器
を
発
注
し
た
と
こ

ろ
、

休
戦
に
な
っ

て

投
機
家
は
見
込
み
が
は
ず
れ
、

多
量
の

在
庫
が
残
っ

た
と
報
告

し
て
い

る
（『
英
国
領
事
報
告
』
一

八
六
八
年
、

『
資
料
編
』18

近
代
・

現
代
（8）
四

）。

フ

レ

ッ

チ
ャ

ー
領
事
の

同
じ
年
の

報
告
に
、

不
作
予
想
で

相
当
量
の

サ
イ
ゴ

ン

米
の

思
惑
輸
入
が
お
こ

な
わ
れ
た
が
、

米
作
柄
は
よ
く
、

思
惑
は

失
敗
に

終
わ
っ

た
と
の

記
事
が
あ
る
。

幕
末
の

米
価
騰
貴
と
と
も
に
、

一

八
六
七
年
か
ら
米
が
新
し
い

重
要
輸
入
品
と
し
て
登
場
し
、

投
機
的
商
品

と
し
て

思
惑
の

対
象
に
な
っ

た
の

で

あ
る
。

幕
府
が
、

外
米
輸
入
を
許
可
し
た
背
景
に

は
、

征
長
の

役
を
き
っ

か
け
と
し
た
米
価
暴
騰
が
、

全
国
で

打
ち
こ

わ
し
と
い

う
民
衆
暴
動
を
発
生
さ
せ
、

慶
応
二

年
（
一

八
六
六

）
五

月
に
は
、

江
戸
で

も
打
ち
こ

わ
し
が
起
き
る
に

い

た
っ

た
と
い

う
事
情

が
あ
る
。

物
価
騰
貴
に

外
国
人
が
ひ

と
役
か
っ

て

い

る
と
の

世
評
は
、

民
衆
の

外
国
人
に

対
す
る
反
感
を
つ

の

ら
せ
、

投
石
な
ど
の

暴
行
事
件
も

生
じ
た
。

ア

メ

リ
カ

公
使
・

イ
ギ
リ
ス

公
使
ら
は
、

幕
府
に

外
米
を
輸
入
し
て

事
態
に

対
処
す
る
よ
う
勧
告
し
、

幕
府
も
こ

れ
に

応
じ
た
の

で

あ
る

（『
横
浜
市
史
』
第
二

巻

五
四
〇
－
五
四
一

ペ

ー
ジ

）。
一

八
七
〇
年
の

米
輸
入
の

激
増
は
、

前
年
の

大
凶
作
に

よ
る
需
給
逼
迫
の

た

め

で

あ
り
、

七
〇

年
前
半
期
の

高
米
価
が
、

輸
入
を
刺
激
し
、

米
輸
入
資
金
の

需
要
は
、

他
の

商
品
輸
入
資
金
不
足
を
生
じ
さ
せ
る
ほ
ど
大
き
か
っ

た
（『
英
国
領
事
報

告
』
一

八
七
〇
年
、

『
資
料
編
』18

近
代
・

現
代
（

8

）
五

）。

綿
織
物
輸
入

初
期
横
浜
輸
入
貿
易
の

重
要
品
で

あ
っ

た
綿
織
物
の

輸
入
額
の

推
移
を
、

『
英
国
領
事
報
告
』
の

数
値
で
み

る
と
、

図
一

－

八
の

と
お
り
で

あ
る
。

全
国
綿
織
物
輸
入
額
の

な
か
で
、

横
浜
輸
入
の

占
め
る
割
合
は
、

一

八
七
一

年
ま
で
は
、

ほ
ぼ
八
〇
㌫
を
こ

え

て

い

た
が
、

七
二

年
以
降
は
、

六
〇
－
七
〇
㌫
台
に

低
下
し
て
い

る
。

は
じ
め
横
浜
か
ら
関
西
方
面
に

回
送
さ
れ
た
綿
布
が
、

神
戸
に

直
接
輸
入
さ

れ
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
き
た
た
め
で

あ
る
。
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綿
織
物
の

輸
入
額
は
、

一

八
六
四
年
か
ら
急
増
し

た
が
、

六
八
・

六
九
年
に
一

時
減
少
し
、

七
〇
年
か

ら
七
三

年
に

ふ

た
た
び
急
増
し
た
の

ち
、

七
四
年
か

ら
減
少
傾
向
を
示
し
て

い

る
。

綿
布
は
、

日

本
人
の

常
用
衣
料
品
で

あ
っ

た
が
、

機
械
紡
績
糸
を
力
織
機

で

織
り
あ
げ
た
輸
入
綿
布
は
、

手
紡
糸
を
手
機
で

織

っ

た
在
来
綿
布
と
の

品
質
差
が
大
き
く
、

開
港
後
、

た
だ
ち
に

需
要
が
急
増
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。

一

八
六
〇
年
の

織
物
輸
入
に
つ

い

て
、

イ
ギ
リ
ス

領

事
ヴ
ァ

イ
ス

は
、

太
平
天
国
の

乱
で

上
海
で
の

取
引

が
停
滞
し
た
た
め
に
、

綿
・

毛
織
物
が
日

本
市
場
に

無
理
や
り
に

持
ち
込
ま
れ
、

は
じ
め
は
よ
く
売
れ
た

が
、

数
か
月
で

供
給
過
剰
に

な
っ

て
し
ま
っ

た
と
報

告
し
て

い

る
（『
英
国
領
事
報
告
』
一

八
六
〇
年
、

『
資

料
編
』18

近
代
・

現
代
（

8

）
一

）。

ま
た
、

一

八
六
二

年

の

ヴ
ァ

イ
ス

領
事
の

報
告
で

は
、

日
本
綿
花
が
豊
作

で
、

綿
布
は
潤
沢
に

供
給
さ
れ
て

お
り
、

国
産
綿
布

図1－8　綿織物の輸入額（1860－1876年）

注　『英国領事報告』の数値による。1860－63年の全国と1866年は数値不詳。1867年までは，
『横浜市史』第2巻388，391－393，527，530，537，561ページ，1868年以降は，『横浜市史』資
料編2　7，9，67，69ページによる。
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よ
り
不
釣
合
い

に

高
い

価
格
の

輸
入
綿
布
は

敬
遠
さ
れ
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て

い

る
（『
資

料
編
』
同
上

二

）。

こ

の

時
点
で

は
、

輸
入

綿
布
は
、

在
来
綿
布
よ
り
高
品
質
で

は
あ
る

が
、

価
格
も
高
い

舶
来
品
で

あ
っ

た
。

と
こ

ろ
が
、

一

八
六
一

年
か
ら
は
じ
ま
っ

た
ア

メ

リ
カ
の

南
北
戦
争
の

影
響
で

国
際
綿

花
需
給
が
逼
迫
し
は
じ
め
、

綿
花
価
格
が
高

騰
す
る
と
、

日
本
綿
花
の

輸
出
が

開
始
さ

れ
、

一

八
六
三

－
六
四
年
の

二

年
間
は
一

時

的
に

大
量
の

繰
綿
が
、

横
浜
と
長
崎
か
ら
船

積
み
さ
れ
た
。

余
剰
綿
花
で
は
な
く
、

内
需

用
綿
花
が
輸
出
さ
れ
た
か
ら
、

国
内
の

綿
花

需
給
は
逼
迫
し
、

繰
綿
・

木
綿
糸
・

綿
布
の

価
格
は
急
騰
し
た
。

一

八
六
五

年
春
に
は
南

北
戦
争
が
終
わ
り
、

ア

メ

リ
カ
の

綿
花
の

輸

出
が
回
復
し
た
か
ら
、

綿
花
国
際
価
格
は
低

図1－9　綿織物価格の比較

注　国産綿布は，白木綿大阪価格で，1860年価格（1反銀7．5匁）＝100。大阪大学近世物価史

研究会『近世大阪の物価と利子』による。

輸入綿布は，金巾横浜輸入単価で，1860年価格（1反3．16ドル）＝100。『横浜市史』第2巻

553ページによる。なお，国産綿布1反と輸入綿布1反は布面積が異なるので，価格の直

接比較はできない。
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下
し
、

綿
製
品
の

国
際
価
格
も
下
落
し
た
が
、

日

本
で
は
、

こ

の

年
の

綿
作
が
凶
作
と
な
っ

た
た
め
に
、

逆
に

綿
製
品
価
格
は
高
騰
し
た
。

万
延
元

年
（
一

八
六
〇
）
を

基
準
年
と
す
る

価
格
指
数
で
、

国
内
産
白
木
綿
と
輸
入
金
巾
の

価
格
動
向
を
比
較
す
る
と
、

図
一

－

九
の

と
お
り
で

あ
り
、

元

治
元
年
（
一

八
六
四
）
こ

ろ
か
ら
、

両

者
の

指
数
は
、

大
き
く
開
差
が
つ

い

て
い

く
。

両
者
の

価
格
を
直
接
比
較
す
る
こ

と
は
で

き
な
い

が
、

こ

の

指
数
値
の

動
き
は
、

高
騰
す
る
国
産
綿
布
に

く
ら
べ

て
、

輸
入
綿
布
の

価
格
が
相
対
的
に

安
く
な
る
傾
向
に
あ
っ

た
こ

と
を
示
し
て

い

る
。

一

八
六
四
年
か
ら
の

綿
織
物
輸
入
の

急
増
は
、

こ

の

よ
う
な
事
情
に
よ
っ

て

生
じ
た
も
の

で

あ
り
、

品
質
が
よ
く
、

し
か
も
価
格
が
安
く
な
っ

た

舶
来
綿
布
は
、

在
来
綿
業
を
衰
退
さ
せ
る
ほ
ど
の

勢
い

で
、

日

本
に

流
入
を
開
始
し
た
。

輸
入
綿
布
の

品
種
は
、

金
巾
（
生
金
巾
、

晒
金
巾
、

色
金
巾

等
）、

唐
桟
、

更
紗
、

ビ

ロ

ー
ド
、

天
竺
布
、

雲
斎
な
ど
多
種
類
で

あ
っ

た
が
、

最
も
大
量
に

輸
入
さ
れ
た
の

は
、

和
服
裏
地
用
の

需
要
が

多
か
っ

た
金
巾
類
で

あ
っ

た
。

推
計
に
よ
る
と
、

一

八
七
四
（
明
治
七
）
年
の

日
本
国
内
の

綿
布
総
需
要
量
の

約
四
〇
㌫
は
、

外
国
製
綿
布
の

輸
入
に
よ
っ

て

み
た
さ
れ
る
状
態
で

あ
っ

た
（
中
村
哲
『
明
治
維
新
の

基
礎
構
造
』
二

二
一

ペ

ー
ジ

）。

輸
入
綿
布
へ

の

依
存
度
が
い
っ

そ
う
高
ま
っ

て
い

け
ば
、

日

本
は
、

生
糸
を
輸
出
し
、

綿
布
を
輸
入
す
る
と
い

う
後
進
国
型
の

経
済
構
造
、

さ
ら
に
は
植
民
地
的
モ

ノ

カ
ル

チ
ャ

ー
型
の

経
済
構
造
に

な
る
恐
れ

が
あ
っ

た
。

と
こ

ろ
が
、

綿
布
輸
入
は
、

一

八
七
三

年
を
ピ

ー
ク
に
、

以
後
、

漸
減
す
る
傾
向
を
示
し
は
じ
め
た
。

そ
の

原
因
は
、

綿
糸
輸
入
の

増

加
で

あ
っ

た
。

綿

糸

輸

入

輸
入
綿
布
に
よ
っ

て
、

市
場
を
蚕
食
さ
れ
て

大
き
な
打
撃
を
こ

う
む
っ

た
国
内
の

綿
織
業
は
、

ほ
ど
な
く
、

原
料
を
国
内
産
手
紡

糸
か
ら
輸
入
紡
績
糸
に

転
換
さ
せ
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

新
し
い

発
展
の

方
向
を
つ

か
ん
だ
。

輸
入
綿
糸
の

品
質
の

良
さ
は
、

織
布

工

程
に
お
け
る
機
械
制
生
産
技
術
に

よ
る
よ
り
も
、

原
料
糸
の

紡
績
工

程
に

お

け
る
機
械
技
術
の

優
秀
さ
に

よ
っ

て
生
ま
れ
る
と
い
っ

て

よ
い
。

そ

こ

で
、

機
械
製
紡
績
糸
を
使
用
し
て
、

在
来
の

織
機
で

綿
布
を
生
産
す
れ
ば
、

か
な
り
上
質
の

も
の

が
で

き
る
こ

と
に

な
る
。

ま
た
、

生
産
費
も
、

輸
入
糸
を
使
用
す
る
こ

と
に

よ
っ

て

低
減
さ
せ
る
こ

と
が
で

き
る
。

経
糸
に

輸
入
糸
、

緯
糸
に

国
産
糸
を
用
い

た
「
和
唐
」、
「
半
唐
」
な
ど
と
呼
ば
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れ
る
織
物
や
、

経
糸
・

緯
糸
と
も
輸
入
糸
を
用
い

た

織

物

が
、

各
地
で
つ

く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

綿
糸
輸
入
額
は
、

図
一

－

一

〇
の

よ
う
に

推
移
し
た
。

早

く
か
ら
輸
入
が
は
じ
ま
っ

て
は
い

た
が
、

輸
入
額
が
増
加
す

る
の

は
、

一

八
六
七
年
こ

ろ
か
ら
で

あ
り
、

綿
布
輸
入
が
減
少

傾
向
に

入
っ

た
一

八
七
四
年
以
降
も
、

綿
糸
輸
入
は
増
加
傾

向
を
保
っ

て

い

る
の

が
特
徴
的
で

あ
る
。

こ

の

時
期
に

は
、

綿
糸
輸
入
額
の

ほ
ぼ
九
〇
㌫
以
上
が
、

横
浜
へ

輸
入
さ
れ
て

い

る
。

輸
入
糸
は
、

横
浜
か
ら
、

東
京
と
大
阪

に

回
送

さ

れ
、

両
地
か
ら
、

東
日
本
・

西
日
本
の

需
要
地
へ

輸
送
さ
れ

た
。綿

織
物
輸
入
か
ら
綿
織
糸
輸
入
へ

と
綿
貿
易
の

重
心
が
移

動
し
た
こ

と
は
、

国
内
の

綿
織
物
生
産
体
制
が
再
建
さ
れ
た

こ

と
を
示
し
、

そ
れ
は
、

日

本
綿
業
が
近
代
的
綿
業
と
し
て

発
達
す
る
拠
点
が
確
保
さ
れ
た
こ

と
を
意
味
し
て

い

た
。

植

民
地
的
モ

ノ

カ
ル

チ
ャ

ー
型
経
済
と
は
異
な
っ

た
方
向
で
、

日
本
経
済
が
発
展
す
る
可
能
性
が
大
き
く
な
っ

た
と
い
っ

て

図1－10　綿糸の輸入額（1861－1876年）

注　『英国領事報告』の数値による。1861－62年の全国と1860，63，66年の数値は不詳。1867

年までは，『横浜市史』第2巻388，391，392，393，527，530，537，562ページ，1868年以降は，

『横浜市史』資料編29，69ページ。
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よ
い
。

そ
の

た
め
に

は
、

近
代
紡
績
業
が
発
達

し
て
、

綿
織
糸
輸
入
か
ら
さ
ら
に
原
綿
輸
入
へ

と
綿
貿
易
の

重
心
が
移
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る

が
、

こ

の

時
期
の

綿
花
輸
入
は
、

前
掲
表
一

－

三

九
の

よ
う
に
、

小
さ
い

割
合
し
か
占
め
て
い

な
い
。

神
戸
へ

の

綿
花
輸
入
も
ま
だ
少
量
で

あ

り
、

綿
花
輸
入
が
本
格
的
に

拡
大
す
る
に

は
、

な
お
し
ば
ら
く
の

時
間
が
必
要
で

あ
っ

た
。

毛
織
物
・

交

織

物

輸
入

毛
織
物
は
、

鎖
国
期
に

も
長

崎
貿
易
を
通
し
て
、

日

本
に

若
干
は
流
入
し
、

領
主
層
や
富
裕
な
商
人
層
を

中
心
に

用
い

ら
れ
て

い

た
。

開
港
後
は
、

庶
民

層
に

新
奇
衣
料
と
し
て
、

次
第
に

需
要
が
つ

く

り
だ
さ
れ
て

い

く
と
と
も
に
、

洋
式
軍
隊
や
警

察
の

制
服
用
と
し
て

大
き
な
市
場
が
つ

く
ら
れ

た
。

毛
綿
交
織
物
は
、

毛
織
物
よ
り
下
級
の

織

物
と
し
て
、

庶
民
層
を
中
心
に

需
要
を
つ

く
り

図1－11毛織物・交織物の輸入額（1860－1876年）

注　『英国領事報告』の数値による。1860－62年の全国と1866年の数値は不詳。1876年までは，

『横浜市史』第2巻（参照ページは図1－10と同じ），1868年以降は，『横浜市史』資料編

2　9，69ページ。
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だ
し
て

い
っ

た
。

毛
織
物
・

交
織
物
の

輸
入
額
は
、

図
一

－

一

一

の

よ
う
に

推
移
し
た
。

開

港
後
、

慶
応
元
年
（
一

八
六
五

）
ま
で

は
一

貫
し
て

輸
入
は

伸
び
た
が
、

そ

れ
以
後
は
減
退
傾
向
を
た
ど
り
、

一

八
七
二

－
七
三

年
に
は
急
増
し
、

七
四

年
に
は
急
減
す
る
な
ど
、

か
な
り
不
安
定
な
輸
入
動
向
を
示
し
て
い

る
。

こ

れ
は
、

毛
織
物
が
普
及
初
期
で

需
要
が
未
成
熟
で

あ
り
、

ま
た
、

軍
需
と
い

う
変
動
的
な
需
要
に

依
存
す
る
度
合
が
大
き
い

と
こ

ろ
か
ら
生
じ
て

い

る
と

い

え
る
。

輸
入
さ
れ
た
毛
織
物
の

品
種
と
し
て

は
、

は
じ
め
、

鎖
国
期
か
ら
な
じ
ま

れ
て

き
た
呉
絽
服
連
（
ら
く
だ
織
呉
呂
）　C

am
let

　

が
多
か
っ

た
が
、

や
が
て
、

ラ
シ

ャ

と
モ

ス

リ
ン

が
中
心
と
な
っ

た
。

そ
の

ほ
か
は
、

毛
布
が
多
く
、

フ

ラ
ン

ネ
ル

も
か
な
り
輸
入
さ
れ
た
。

交
織
物
で

は
、

オ
ル

レ

ア

ン

ス

と
イ
タ

リ
ア

ン

・

ク
ロ

ス

が
中
心
で

あ
っ

た
。

毛
織
物
・

交
織
物
輸
入
に
お
け
る
横
浜
の

地
位
は
、

は
じ
め

高
か
っ

た

が
、

一

八
七
〇
年
代
に
は
や
や
低
下
し
て
、

全
国
輸
入
の

六
〇
－
七
〇
㌫
を

占
め
る
程
度
と
な
っ

た
。

毛
織
物
・

交
織
物
の

輸
入
も
、

あ
る
程
度
競
合
関
係
に

あ
る
綿
織
物
の

国

図1－12　砂糖の輸入額（1861－1876年）

注　『英国領事報告』の数値による。1861，62年の全国と1860，63，66年の数値は不詳。1867年

までは，『横浜市史』第2巻，388，391，392，393，527，530，537，563ページ，1868年以降は

『横浜市史』資料編213，73ページ。
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内
生
産
に

打
撃
を
与
え
、

日

本
綿
業
の

再
編
成
を
う
な
が
す
要
因
と
な
っ

た
。

砂

糖

輸

入

砂
糖
の

輸
入
額
は
、

図
一

－

一

二

の

よ
う
に
、

明
治
期
に

入
っ

て

か
ら
毎
年
か
な
り
高
い

水
準
を
示
し
て

い

る
。

こ

の

う
ち
、

横

浜
輸
入
は
、

は
じ
め
は
八
〇
㌫
台
を
占
め
て
い

た
が
、

一

八
七
二

年
こ

ろ
か
ら
は
七
〇
㌫
台
の

構
成
比
と
な
っ

た
。

量
的
に

は
、

中
国
南
部
と
台
湾
産
の

赤
砂
糖
が
中
心
で

あ
り
、

中
国
商
人
の

手
を
経
て

輸
入
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ

た
。

砂
糖
輸
入
の

増
大
が
、

在
来
糖
業
に

打
撃
を
与
え
た
こ

と
は
い

う
ま
で

も
な
い
。

四
　
貿
易
政
策
と
横
浜
貿
易

五

品

江

戸

廻

し

令

安
政
条
約
は
、

自
由
貿
易
を
原
則
と
し
て

う
た
っ

て
い

た
が
、

幕
府
は
、

そ
の

原
則
の

遵
守
者
で

あ
っ

た
わ
け
で

は
な
い
。

逆
に
、

幕
府
の

基
本
姿
勢
は
、

鎖
国
期
の

長
崎
に

お
け
る
管
理
貿
易
に

近
い

体
制
を
再
編
す
る
方
向
に

向
い

て
い

た
と
い
っ

て

よ
い
。

開

港
直
後
の

時
期
に

は
、

輸
出
に

よ
っ

て

価
格
が
騰
貴
し
は
じ
め
た
商
品
に
つ

い

て
、

横
浜
運
上
所
が
輸
出
数
量
を
制
限
す
る
措
置
を
と
っ

た
。

こ

れ

に

た
い

し
て
、

外
国
側
は
、

条
約
違
反
で

あ
る
と
抗
議
し
た
の

で
、

幕
府
も
や
む
を
え
ず
、

運
上
所
に

よ
る
直
接
的
な
輸
出
規
制
を
と
り
や
め
た

（『
横
浜
市
史
』
第
二

巻

二

八
四
－
二

八
五
ペ

ー
ジ
、

以
下
本
項
の

記
述
は
、

同
書
に
よ
る

）。

と
は
い

え
、

幕
府
は
、

輸
出
規
制
を
あ
き
ら
め
た
わ
け
で

は

な
く
、

直
接
規
制
方
式
か
ら
間
接
規
制
方
式
に

戦
術
を
転
換
さ
せ
、

万
延
元
年
（
一

八
六
〇

）
閏
三

月
に
、

「
五

品
江
戸
廻
し
令
」
を
布
告
し
た
。

雑
穀
・

水
油
・

蝋
・

呉
服
・

糸
（
生
糸
）
の

五

品
に
つ

い

て
、

産
地
か
ら
横
浜
に

直
売
す
る
こ

と
を
禁
止
し
た
「
五

品
江
戸
廻
し
令
」（
正
文
は
『
続

徳
川
実
紀
』
第
四
篇

二

五
三
ペ

ー
ジ

参
照

）
は
、

江
戸
問
屋
を
媒
介
と
し
た
間
接
的
な
輸
出
規
制
を
ね
ら
い

と
し
て

い

た
。

最
重
要
品
で

あ
る

生
糸
の

場
合
に

は
、

（一）
産
地
荷
主
は
内
国
向
・

輸
出
向
と
も
に
、

江
戸
の

糸
問
屋
に

販
売
す
る
、

（二）
江
戸
糸
問
屋
は
、

国
内
需
要
に

対
し
て
、

供
給
不
足
に
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な
ら
な
い

よ
う
配
慮
し
た
う
え
で
、

横
浜
貿
易
商
人
に

輸
出
向
と
し
て

生
糸
を
販
売
す
る
、

（三）
横
浜
に

江
戸
問
屋
共
同
の

出
店
を
設
け
、

輸
出
向
生

糸
の

搬
入
を
管
理
し
、

江
戸
問
屋
送
り
状
の

な
い

隠
売
品
を
摘
発
す
る
、

（四）
横
浜
商
人
は
、

江
戸
問
屋
に
三

分
五
厘
の

改
料
を
支
払
う
、

（五）
江
戸
問

屋
は
、

幕
府
に

運
上
を
納
め
る
、

と
い

う
流
通
体
制
が
構
想
さ
れ
た
。

こ

れ
は
、

生
糸
を
、

江
戸
糸
問
屋
の

独
占
的
支
配
の

も
と
に

置
き
、

国
内
需

給
の

調
節
、

輸
出
生
糸
の

数
量
お
よ
び
価
格
の

調
節
を
お
こ

な
わ
せ
、

さ
ら
に

独
占
利
潤
の
一

部
を
幕
府
に

上
納
さ
せ
る
と
い

う
「
一

石
三

鳥
」
の

構
想
で

あ
っ

た
。

し
か
し
、

こ

の

構
想
が
、

そ
の

ま
ま
実
現
さ
れ
る
状
況
に

は
な
か
っ

た
。

ま
ず
、

横
浜
商
人
が
、

江
戸
問
屋
に

よ
る
流
通
支
配
に

反
対
し
て
、

神

奈
川
奉
行
を
う
し
ろ
だ
て
に
、

糸
問
屋
の

横
浜
出
店
、

売
渡
口

銭
取
得
に

強
硬
に

抵
抗
し
た
。

神
奈
川
奉
行
は
、

江
戸
町
奉
行
支
配
下
の

糸
問

屋

が
、

自
己
の

管
轄
地
に

入
り
込
ん
で

勢
力
を
張
る
こ

と
に
反
発
し
、

さ
ら
に
、

外
国
側
の

輸
出
規
制
に

対
す
る
抗
議
を

お

そ

れ
て
、

「
江
戸
廻
し

令
」
の

実
施
に

批
判
的
な
態
度
を
示
し
た
の

で

あ
る
。

江
戸
糸
問
屋
は
、

町
奉
行
の

う
し
ろ
だ
て

で
、

横
浜
商
人
を
流
通
規
制
に

組
み
込
も
う
と
し

た
が
、

神
奈
川
奉
行
の

妨
害
に

あ
っ

て
、

当
初
の

構
想
は
、

結
局
実
現
で

き
な
か
っ

た
。

そ
し
て
、

万
延
元
年
（
一

八
六
〇

）
六
月
か
ら
、

（一）
産
地
荷
主
は
、

横
浜
送
り
生
糸
を
、

い
っ

た
ん
、

江
戸
の

改
所
に

送
る
、

（二）
改
所
に

は
糸
問

屋
が
交
替
で

詰
め
、

生
糸
の

品
質
・

量
目
を
検
査
し
、

名
目
的
な
買
い

主
と
な
り
、

改
所
費
用
と
し
て
一

分
五

厘
程
度
の

口

銭
を
取
っ

て
、

荷
主
指

定
の

名
義
人
に

売
り
渡
す
、

（三）
改
所
の

送
状
を
得
た
名
義
人
が
横
浜
へ

出
荷
す
る
、

と
い

う
流
通
規
制
が
実
施
さ
れ
た
。

江
戸
問
屋
に
よ
る
生
糸
流

通
の

数
量
面
・

価
格
面
か
ら
の

規
制
は
実
現
せ
ず
、

輸
出
生
糸
が
、

江
戸
の

改
所
を
経
て
、

横
浜
に

流
れ
る
と
い

う
だ
け
の

規
制
に

な
っ

た
わ
け
で

あ
る
。

「
五
品
江
戸
廻
し
令
」
は
、

そ
の

本
来
の

ね
ら
い

が
実
現
さ
れ
な
い

ま
ま
に
、

形
式
的
に
は
実
施
さ
れ
る
に
い

た
っ

た
と
い

え
る
。

横
浜

鎖
港
問

題
と
生
糸
規
制

三

年
ほ
ど
経
過
し
た
の

ち
の

文
久
三

年
（
一

八
六
三

）
六
月
こ

ろ
、

養
蚕
不
作
予
想
か
ら
生
糸
価
格
が
急
騰
し
た

の

を
き
っ

か

け
に
、

生
糸
輸
出
規
制
の

必
要
性
が
唱
え
ら
れ
、

江
戸
糸
問
屋
は
、

改
所
か
ら
の

横
浜
回
送
高
を
、

一

か
月
約
一

五

〇
〇
箇
に
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制
限
し
よ
う
と
し
た
。

こ

れ
に

た
い

し
て

は
、

外
国
側
か
ら
抗
議
が
出
さ
れ
、

幕
府
は
、

輸
出
制
限
は
し
て
い

な
い

と
回
答
し
、

糸
問
屋
に

よ
る
回

送
制
限
は
撤
回
さ
れ
た
。

そ
の

直
後
、

同
年
九
月
に
、

横
浜
鎖
港
問
題
が
発
生
し
、

幕
府
は
、

朝
廷
対
策
と
し
て
、

外
国
代
表
と
横
浜
鎖
港
談
判
を

開
始
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、

諸
外
国
は
鎖
港
を
拒
否
し
た
か
ら
、

幕
府
は
、

横
浜
貿
易
を
制
限
す
る
こ

と
で
、

朝
廷
の

意
向
に
こ

た
え
た
か
た
ち
を
と

と
の

え
よ
う
と
し
た
。

そ
し
て
、

幕
府
は
、

九
月
下
旬
に
、

「
五

品
江
戸
廻
し
令
」
の

励
行
触
書
を
発
し
て
、

流
通
規
制
の

強
化
を
は
か
っ

た
。

同
じ
こ

ろ
、

京
都
や
江
戸
・

横
浜
で
、

攘
夷
派
浪
士
に

よ
る
貿
易
商
人
の

脅
迫
事
件
が
頻
発
し
、

天
誅
を
加
え
る
と
名
指
し
さ
れ
た
商
人
た
ち
が

貿
易
か
ら
手
を
引
い

た
り
、

横
浜
店
を
閉
じ
て
退
去
す
る
な
ど
の

動
き
が
目
立
っ

た
。

そ
の

な
か
で
、

糸
問
屋
も
脅
迫
の

対
象
と
さ
れ
、

問
屋
仲
間

は
、

文
久
三

年
（
一

八
六
三

）
十
月
に

生
糸
改
の

仕
事
を
返
上
し
た
い

と
申
し
出
た
が
、

町
奉
行
は
そ
れ
を
認
め
な
か
っ

た
。

と
こ

ろ
が
、

同
じ
十

月
下
旬
に
、

糸
問
屋
仲
間
の

書
役
の

家
が
襲
わ
れ
て

殺
害
さ
れ
る
者
が
で

る
と
い

う
事
件
が
起
こ

り
、

問
屋
一

同
は
、

生
糸
改
方
を
辞
し
て
し
ま
っ

た
。

町
奉
行
は
、

糸
問
屋
の

改
方
辞
任
を
認
め
た
あ
と
、

新
し
い

措
置
を
講
じ
な
い

で

放
置
し
た
ま
ま
に
し
た
か
ら
、

横
浜
へ

の

生
糸
回
送
は
ス

ト

ッ

プ
し
て

し
ま
っ

た
。

事
態
を
重
視
し
た
イ
ギ
リ
ス

領
事
ら
の

強
硬
な
抗
議
を
受
け
て
、

神
奈
川
奉
行
は
、

町
奉
行
に

生
糸
回
送
再
開
を
要
請
し
た
。

町
奉
行
は
、

老
中

の

意
向
も
受
け
て
、

糸
問
屋
仲
間
に

横
浜
回
送
再
開
を
命
じ
た
。

糸
問
屋
仲
間
は
、

貿
易
生
糸
送
り
方
引
請
人
と
し
て

四
名
の

問
屋
を
決
め
、

四
名

が
全
責
任
を
負
っ

て

輸
出
生
糸
を
取
り
扱
う
こ

と
と
し
た
。

輸
出
生
糸
の

数
量
は
問
屋
仲
間
全
員
で

協
議
決
定
し
、

そ
の

数
量
分
は
、

四
名
の

引
請

人
が
荷
主
か
ら
完
全
に

買
い

取
っ

て
、

横
浜
商
人
に

売
り
渡
す
と
い

う
方
式
が
と
ら
れ
た
。

当
面
、

輸
出
数
量
を
一

か
月
五
〇
〇
箇
に

限
定
し
て
、

元
治
元
年
（
一

八
六
四
）
正
月
か
ら
、

横
浜
へ

の

生
糸
回
送
が
再
開
さ
れ
た
。

一

方
、

幕
府
は
、

元
治
元
年
四
月
に
、

田
畑
に

新
規
に

桑
を
植
え
る
こ

と
を
禁
止
す
る
布
令
を
発
し
、

五

月
に

は
「
物
価
引
下
令
」
に

よ
っ

て

糸

問
屋
に

高
値
生
糸
の

買
入
禁
止
を
指
示
し
、

六
月
に

は
生
糸
・

茶
を
輸
出
向
の

特
別
な
製
造
方
法
で

製
造
す
る
こ

と
を
禁
止
し
た
。

こ

れ
ら
の

措
置
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は
、

封
建
的
経
済
構
造
を
維
持
す
る
と
い

う
一

般
的
な
目
的
の

ほ
か
に
、

上
洛
し
た
将
軍
家
茂
が
朝
廷
に

約
束
し
た
横
浜
鎖
港
の

布
石
と
い

う
ね
ら

い

を
持
っ

て

い

た
。

糸
問
屋
の

買
入
価
格
規
制
は
、

事
実
上
、

輸
出
生
糸
の

買
入
れ
を
停
止
さ
せ
る
こ

と
に

な
り
、

横
浜
へ

の

生
糸
回
送
は
、

再
び

ス

ト
ッ

プ
し
て
し
ま
っ

た
。

生
糸
輸
出
が
停
止
し
た
横
浜
は
、

事
実
上
、

鎖
港
状
態
に

な
っ

た
と
い
っ

て
よ
い
。

事
実
上
の

横
浜
鎖
港
を
打
ち
破
っ

た
の

は
、

イ
ギ
リ
ス

公
使
オ
ー
ル

コ

ッ

ク
の

主
導
で
お
こ

な
わ
れ
た
四
国
連
合
艦
隊
に
よ
る
下
関
攻
撃
で
あ
っ

た
。

萩
藩
に

対
す
る
実
力
行
使
の

成
功
を
背
景
に
、

元
治
元
年
八
月
、

四
国
代
表
は
、

外
国
奉
行
と
会
見
し
て

横
浜
鎖
港
反
対
の

意
向
を
伝
え
、

生

糸
回
送
再
開
を
要
請
し
た
。

外
国
奉
行
は
、

生
糸
回
送
を
約
束
し
、

九
月
に
は
、

町
奉
行
が
、

糸
問
屋
に

対
し
て
、

輸
出
生
糸
買
取
制
は
廃
止
し
、

検
査
の

う
え
で

送
り
状
を
出
し
て

横
浜
に

回
送
さ
せ
る
よ
う
命
じ
た
。

万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
六
月
か
ら
の

改
所
を
経
た
輸
出
生
糸
回

送
の

際
に

も
、

問
屋
買
取
制
は
形
式
的
に

実
施
さ
れ
て

い

た
の

に
く
ら
べ

る
と
、

買
取
制
の

正
式
廃
止
は
画
期
的
で

あ
り
、

「
五

品
江
戸
廻
し
令
」
は
、

実
質

的
に

廃
止
さ
れ
た
と
い
っ

て

よ
い
。

以
来
、

生
糸
は
、

堰
を
切
っ

た
よ
う
に

横
浜
に
流
入
し
、

横
浜
貿
易
は
、

再
び
活
況
を
呈
し
た
の

で

あ
る
。

そ
の

後
、

幕
府
は
、

江
戸
・

横
浜
に

お
け
る
流
通
規
制
の

強
化
を
試
み
る
こ

と
は
し
な
か
っ

た
が
、

産
地
に
お
け
る
規
制
に

よ
っ

て
、

品
質
検
査
と

課
税
を
お
こ

な
お
う
と
し
た
。

慶
応
二

年
（
一

八
六
六
）
五

月
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
生
糸
蚕
種
改
印
令
」
は
、

江
戸
問
屋
に
よ
る
検
査
を
廃
止
し
て
、

産
地
に
お
け
る
検
査
に

切
り
換
え
、

公
領
は
代
官
、

私
領
は
大
名
が
検
査
を
お
こ

な
っ

て

改
印
を
押
し
、

改
方
手
数
料
を
と
り
、

そ
の
一

部
を
幕
府

が
冥
加
と
し
て

収
納
す
る
と
い

う
新
制
度
で

あ
っ

た
。

こ

れ
と
と
も
に
、

「
五

品
江
戸
廻
し
令
」
は
廃
止
さ
れ
、

生
糸
は
、

検
印
が
あ
れ
ば
、

横
浜

に

直
送
で

き
る
こ

と
に

な
っ

た
。

新
制
度
は
、

生
産
者
の

側
か
ら
強
い

反
発
を
受
け
、

お
り
か
ら
高
揚
し
た
農
民
一

揆
の

攻
撃
対
象
に
も
な
っ

た
。

結
局
、

改
印
制
度
は
、

所
期
の

成
果
が
得
ら
れ
な
い

ま
ま
に
、

幕
府
崩
壊
を
迎
え
た
の

で

あ
る
。

©神奈川県立公文書館


	第一編　明治維新期の神奈川県経済
	第二章　維新期の商品流通と交通
	第一節　居留地貿易の展開
	二　初期の輸出貿易
	輸出品の構成（99）
	生糸輸出（101）
	製茶輸出（103）
	蚕種輸出（105）

	三　初期の輸入貿易
	輸入品の構成（107）
	綿織物輸入（109）
	綿糸輸入（112）







